























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図2参 議院通常選挙における保守・中道 ・革新の絶対得票率の推移(滋 賀県湖北地域)
注:① 総保守:自 民党,新 自由ク ラブ(1977,80年)。
② 中 道:民 社党,公 明党(1965年 以降),社 会 市民連 合(1977年),
社会民主連 合(1980年),新 自由ク ラブ民 主連合(1983年)。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表18農 業補助金 の全容(昭 和55年 度)
項別分類 目数 事業別剄 金 額
◇補助金
農業振興費 13 33 956(億 円)
農業構造対策費 5 24 1,470
農蚕園芸振興費 9 62 255
水田利用再編対策費 2 4 3,016
畜産振興費 11 89 399
食品流通対策費 5 59 231
土地改良事業費 12 23 4,620
農林金融費 5 7 211
糖価安定対策費 1 1 10
その他16項 31 89 2,199
(計25項) (94) (391) (13,367)
◇負担金2項 2 4 854
◇交付金9項 9 10 1,147
◇補給金2項 3 3 861
◇委託費9項 15 66 42
合 計47項 123 474 16,271
資料:広 瀬道貞r補 助金 と政権党』朝 日新聞社,1981年,p.99。
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
際
限
な
く
つ
く
り
だ
さ
れ
た
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
も
っ
と
も
金
額
も
大
き
く
、
ま
た
全
国
に
わ
た
る
ひ
ろ
が
り
で
支
出
さ
れ
た
の
が
土
地
改
良
事
業
に
か
CM
)
 か
わ
る
補
助
金
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
今
少
し
詳
し
く
補
助
金
行
政
(
こ
の
場
合
の
補
助
金
は
、
「補
助
金
」
「負
担
金
」
「
交
付
金
」
「補
給
金
」
「委
託
費
」
の
五
種
類
の
総
称
と
し
て
の
広
義
の
意
味
で
用
い
る
)
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
昭
和
五
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
四
二
兆
五
八
八
八
億
円
、
そ
の
う
ち
補
助
金
は
=
二
兆
八
五
二
〇
億
円
で
、
実
に
予
算
総
額
の
三
二
・
五
%
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
農
林
水
産
省
所
管
の
補
助
金
は
一
兆
九
七
二
八
億
円
で
、
国
の
補
助
金
全
体
の
一
四
・
二
%
を
占
め
、
そ
の
内
訳
は
、
補
助
金
(狭
義
の
)
一
兆
六
五
六
〇
億
円
、
負
担
金
一
〇
一
三
億
円
、
交
付
金
=
五
三
億
円
、
補
給
金
八
七
四
億
円
、
委
託
費
一
二
八
億
円
で
あ
る
。
ま
た
農
林
水
産
省
所
管
の
補
助
金
の
な
か
か
ら
林
業
と
水
産
業
の
補
助
金
を
除
い
た
も
の
が
農
業
補
助
金
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
表
18
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
農
業
補
助
金
を
補
助
事
業
数
で
み
れ
ば
四
七
四
事
業
で
、
全
省
の
補
助
事
業
(
約
一
五
〇
〇
件
)
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
最
も
補
助
金
の
多
い
の
が
土
地
改
良
事
業
(
農
業
基
盤
整
備
)
で
あ
る
。
ち
な
み
に
土
地
改
良
事
業
費
の
府
県
別
構
成
比
を
み
て
み
る
と
、
滋
賀
県
は
二
・
三
%
で
全
国
第
一
六
位
と
な
っ
て
い
る
(第
一
位
の
北
海
道
が
=
二
・
九
%
、
最
下
位
の
東
京
都
が
○
・
一
%
)
。
さ
ら
に
土
地
改
良
事
業
費
の
補
助
金
と
農
家
負
担
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
土
地
改
良
事
業
は
農
家
が
集
落
ご
と
に
〈
土
地
改
良
区
〉
を
つ
く
り
、
事
業
を
申
請
し
、
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
規
模
が
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
19
す
る
と
県
営
の
、
そ
れ
以
下
な
ら
団
体
営
(多
く
の
場
合
は
農
協
)
の
事
業
と
な
る
。
工
事
費
は
周
囲
の
条
件
で
上
下
す
る
が
、
平
均
し
て
反
当
た
り
約
七
〇
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
国
庫
補
助
金
三
〇
万
円
(
四
二
・
九
%
)
、
県
費
補
助
金
二
〇
万
円
(
二
八
・
六
%
)、
農
家
負
担
金
二
〇
万
円
(
二
八
・
六
%
)
で
あ
る
。
し
か
し
、・
農
家
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
か
ら
年
利
六
・
五
%
、
一
〇
年
据
え
置
(
1M
)
き
後
一
五
年
返
済
と
い
う
好
条
件
の
融
資
が
つ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助
金
行
政
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
第
一
は
、
画
一
行
政
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
の
実
情
、
そ
の
動
き
つ
つ
あ
る
方
向
、
農
民
の
営
農
実
態
、
意
識
の
水
準
と
画
一
的
に
き
め
ら
れ
た
補
助
要
綱
と
の
ズ
レ
な
ど
で
あ
る
。
第
二
は
、
農
政
が
あ
ま
り
に
も
経
営
の
あ
り
方
に
介
入
し
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
構
造
改
善
事
業
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
た
、
そ
し
て
そ
の
後
一
般
化
し
て
い
っ
た
補
助
事
業
の
総
合
化
と
い
う
名
の
セ
ッ
ト
主
義
で
あ
る
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
か
か
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
村
・
農
民
が
補
助
事
業
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
は
現
実
問
題
と
し
て
「金
が
欲
し
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
補
助
金
(
32
)
の
資
本
形
成
機
能
に
注
目
し
、
期
待
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
政
府
・
自
民
党
に
よ
る
一
連
の
農
政
は
、
そ
の
直
接
の
対
象
を
農
家
・
農
民
に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
農
村
社
会
(
"む
ら
"
)
に
お
け
る
住
民
の
第
一
次
産
業
に
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
は
同
時
に
"む
ら
"
そ
の
も
の
を
も
対
象
と
な
し
え
た
。
そ
し
て
、
"む
ら
"
を
政
策
実
施
の
機
能
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
た
。
つ
ま
り
、
集
落
の
共
同
体
的
機
能
(集
落
機
能
)
が
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
・
機
能
集
団
あ
る
い
は
職
能
集
団
の
そ
れ
を
抱
え
こ
ん
だ
形
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
離
農
・
脱
農
あ
る
い
は
兼
業
深
化
等
に
よ
っ
て
第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
人
々
の
割
合
が
減
少
し
、
さ
ら
に
は
混
住
社
会
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
住
民
の
構
成
が
複
雑
化
し
、
ま
た
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
っ
て
利
害
の
対
立
が
顕
在
化
し
て
く
る
中
で
、
政
府
の
農
業
政
策
は
"む
ら
"
そ
の
も
の
を
対
象
と
は
し
え
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
"む
ら
"
の
中
に
存
在
す
る
特
定
の
職
能
集
団
(例
え
ば
、
農
事
実
行
組
合
、
土
地
改
良
事
業
に
関
わ
る
諸
団
体
等
)
お
よ
び
そ
の
構
成
員
を
対
象
と
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
た
そ
の
役
割
遂
行
の
機
能
主
体
も
、
そ
れ
に
関
わ
る
諸
々
の
職
能
集
団
の
連
合
体
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
行
政
の
側
に
お
い
て
は
、
農
政
を
実
施
し
て
い
く
際
に
は
集
落
を
利
用
す
る
と
い
う
意
識
が
依
然
と
し
て
強
く
働
い
て
い
る
わ
け
で
、
例
え
ば
、
昭
和
五
六
年
度
の
『農
業
白
書
』
の
「昭
和
五
七
年
度
に
お
い
て
講
じ
よ
う
と
す
る
農
業
施
策
」
の
中
の
概
説
で
、
「
…
…
農
村
の
現
状
を
み
る
と
、
農
家
の
兼
業
化
、
農
家
世
帯
員
の
高
齢
化
、
地
方
定
住
志
向
の
高
ま
り
等
を
反
映
し
た
混
住
化
の
進
展
等
に
よ
り
農
村
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
農
業
者
間
農
家
と
非
農
家
と
の
20
間
で
の
意
識
の
多
様
化
や
相
違
に
よ
る
利
害
の
対
立
が
生
じ
、
農
業
集
落
が
従
来
有
し
て
い
た
生
産
、
生
活
両
面
に
わ
た
る
共
同
体
的
機
能
(集
落
機
能
)
が
低
下
し
て
い
る
。
今
後
、
農
業
構
造
の
改
善
、
農
業
生
産
の
再
編
成
を
図
り
、
活
力
あ
る
農
村
を
築
き
、
後
継
者
の
育
成
に
も
資
す
る
た
め
、
生
産
環
境
、
生
活
環
境
両
面
に
わ
た
る
農
村
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
意
図
が
、
「
『集
落
の
共
同
体
的
機
能
」
が
最
近
は
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
を
強
め
て
い
く
よ
う
に
手
を
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
を
強
め
な
が
ら
農
業
の
生
産
面
と
生
活
面
の
両
面
を
よ
く
し
て
い
こ
(
M
)
う
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
権
力
の
側
に
お
け
る
農
村
・
農
民
に
対
す
る
管
理
・
統
制
の
再
強
化
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
断
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
近
年
大
き
な
政
策
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
農
村
環
境
の
総
合
整
備
問
題
で
あ
る
。
こ
の
農
村
整
備
問
題
は
、
農
村
内
部
と
政
策
当
局
の
双
方
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
問
題
提
起
の
背
景
に
は
、
①
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
(三
全
総
)
に
よ
る
定
住
構
想
、
②
農
村
社
会
構
造
の
急
激
な
変
貌
を
背
景
に
し
た
農
村
な
い
し
農
村
住
民
か
ら
の
農
村
整
備
の
要
求
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
済
・
社
会
構
造
の
急
激
な
変
化
に
伴
う
農
業
の
生
産
構
造
の
変
化
、
農
家
の
意
識
構
造
や
生
活
構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
は
農
村
社
会
の
機
能
的
変
化
等
と
三
全
総
が
提
起
し
た
定
住
構
想
と
が
あ
い
ま
っ
て
農
村
整
備
問
題
が
主
要
な
政
策
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
少
し
詳
し
く
農
村
整
備
に
対
す
る
農
村
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
み
て
み
よ
う
。
そ
の
第
一
は
、
農
村
に
お
け
る
生
活
の
基
本
条
件
に
か
か
わ
る
農
村
社
会
資
本
の
整
備
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
水
道
、
簡
易
水
道
な
ど
の
飲
用
水
施
設
、
町
村
道
・
集
落
道
の
改
良
舗
装
な
ど
の
道
路
施
設
、
交
通
手
段
の
整
備
あ
る
い
は
ま
た
病
院
・
診
療
所
な
ど
の
医
療
施
設
の
整
備
な
ど
で
あ
る
。
第
二
は
、
農
家
の
生
活
様
式
の
都
市
化
・
現
代
化
に
と
も
な
い
誘
発
さ
れ
て
き
た
農
家
の
生
活
環
境
整
備
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
し
尿
処
理
施
設
、
家
庭
ゴ
ミ
処
理
施
設
、
下
水
道
、
集
落
内
排
水
施
設
な
ど
の
整
備
で
あ
る
。
第
三
は
、
公
民
館
、
集
会
所
、
公
園
あ
る
い
は
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
保
育
園
な
ど
の
農
村
に
お
け
る
地
域
活
動
の
処
点
づ
く
り
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
は
、
用
・
排
水
施
設
改
良
、
農
道
整
備
、
圃
場
整
備
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
特
徴
は
、
昭
和
二
〇
---1
10
年
代
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
根
拠
に
も
と
つ
い
て
要
求
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
が
結
合
さ
れ
た
形
で
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
全
体
と
し
て
結
び
合
わ
さ
れ
て
要
求
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
み
た
政
府
の
戦
後
農
政
の
時
期
三
区
分
に
即
し
て
い
え
ば
、
第
一
・
第
二
段
階
に
お
い
て
は
特
殊
個
別
的
要
求
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
21
た
も
の
が
、
第
三
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
包
括
的
に
総
合
化
さ
れ
る
と
い
う
形
で
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
要
求
提
示
の
背
景
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
農
村
の
社
会
構
造
が
根
底
か
ら
大
き
く
変
貌
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
要
求
に
対
処
す
る
た
め
に
、
農
村
の
生
産
環
境
、
生
活
環
境
の
総
合
的
整
備
を
内
容
と
す
る
補
助
事
業
あ
る
い
は
融
資
事
業
が
施
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
み
て
み
る
と
、
補
助
事
業
と
し
て
は
、
①
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
(昭
和
四
五
年
に
調
査
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
四
七
年
か
ら
事
業
実
施
)、
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
(昭
和
五
一
年
度
か
ら
実
施
)、
②
農
村
総
合
整
備
計
画
お
よ
び
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
(昭
和
四
八
年
実
施
)
が
あ
り
、
ま
た
融
資
事
業
と
し
て
は
、
①
農
業
近
代
化
資
金
制
度
の
な
か
の
農
村
環
境
整
備
資
金
(対
象
…
…
診
療
施
設
、
農
事
放
送
、
水
道
施
設
、
下
水
道
、
託
児
所
、
集
会
所
、
研
修
所
な
ど
の
諸
施
設
、
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
、
ガ
ス
供
給
施
設
、
除
雪
用
施
設
な
ど
、
②
農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
の
土
地
改
良
資
金
の
な
か
の
農
村
環
境
基
盤
施
設
関
係
、
農
業
構
造
改
善
事
業
推
進
資
金
の
な
か
の
農
業
生
産
環
境
施
設
関
係
の
資
金
、
共
同
利
用
施
設
資
金
の
う
ち
の
農
協
病
院
、
農
事
(34
)
放
送
施
設
、
電
気
導
入
施
設
関
係
の
資
金
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
補
助
金
行
政
に
対
し
て
、
農
村
社
会
は
そ
れ
に
適
応
(過
剰
適
応
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
)
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
自
民
党
保
守
政
権
は
、
そ
の
点
を
巧
み
に
利
用
し
て
農
村
に
お
け
る
支
持
基
盤
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
補
助
金
行
政
と
い
う
名
の
〈
利
益
誘
導
〉
政
策
を
特
殊
個
別
的
な
職
能
集
団
の
問
題
と
し
て
限
定
化
せ
ず
、
戦
略
的
に
農
村
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
村
・
農
民
の
支
持
を
つ
な
ぎ
と
め
て
お
こ
う
と
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
白
鳥
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
農
村
に
お
け
る
自
民
党
支
持
は
、
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
利
益
の
配
分
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
、
同
時
に
人
間
関
係
を
中
心
と
し
た
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
(非
政
治
的
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
(
35
)
な
い
)
連
鎖
を
基
盤
と
し
て
い
る
」
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
の
場
合
、
現
実
的
な
政
策
実
施
レ
ベ
ル
の
段
階
で
は
、
村
落
社
会
の
包
括
的
代
表
機
関
で
あ
る
自
治
会
・
町
内
会
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
行
政
的
・
社
会
的
機
能
の
実
態
の
究
明
が
次
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
し
て
保
守
政
治
(草
の
根
保
守
主
義
)
と
結
び
つ
く
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
解
明
、
と
り
わ
け
自
治
会
・
町
内
会
の
政
治
的
機
能
の
構
造
的
解
明
が
要
請
さ
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
(未
完
)
注
(
16
)
新
保
満
『村
が
栄
え
る
条
件
-
岩
手
県
志
和
の
変
貌
1
』
日
本
放
aa
送
出
版
協
会
、
一
九
八
三
年
、
一
六
二
頁
。
(
17
)
福
武
直
『
日
本
農
村
の
社
会
問
題
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
、
五
五
頁
。
(
18
)
細
谷
教
授
は
、
〈
構
造
政
策
〉
の
ね
ら
い
は
、
「
日
本
独
占
資
本
の
復
活
完
了
に
も
と
づ
き
、
あ
ら
た
な
段
階
で
の
強
蓄
積
を
め
ざ
し
て
、
ω
〈
開
放
経
済
体
制
V
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
外
国
農
産
物
輸
入
の
増
大
を
に
ら
み
な
が
ら
、
"
旧
来
の
零
細
な
農
民
的
小
経
営
の
再
編
に
よ
る
農
業
,合
理
化
`
と
そ
れ
に
よ
る
農
産
物
価
格
水
準
の
低
下
"
を
達
成
す
る
こ
と
、
②
日
本
資
本
主
義
の
持
続
的
な
く
高
度
成
長
V
の
た
め
に
、
"他
国
に
ま
さ
る
最
重
要
の
武
器
で
あ
る
日
本
の
労
働
力
、
つ
ま
り
低
賃
金
で
勤
勉
か
つ
資
本
に
温
順
な
労
働
力
を
資
本
が
豊
富
に
そ
の
手
中
に
お
さ
め
る
こ
と
"
㈹
資
本
が
そ
の
生
産
物
を
"生
産
手
段
と
し
て
、
ま
た
生
活
資
料
と
し
て
ま
す
ま
す
ひ
ろ
く
農
業
と
農
家
の
な
か
に
も
ち
こ
み
、
ま
た
農
産
物
の
流
通
と
加
工
過
程
の
掌
握
と
む
す
び
つ
い
て
農
産
物
を
ま
す
ま
す
つ
よ
く
そ
の
手
に
に
ぎ
り
つ
つ
、
独
占
資
本
の
収
奪
を
拡
大
・
強
化
"
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
み
な
し
て
い
る
(
細
谷
昂
「
農
民
意
識
と
農
村
社
会
の
変
革
」
福
武
直
監
修
・
蓮
見
音
彦
編
『社
会
学
講
座
4
・
農
村
社
会
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
一
九
八
～
一
九
九
頁
)
。
(
19
)
高
橋
明
善
「
自
民
党
の
農
村
支
配
」
白
鳥
令
編
『
保
守
体
制
』
丗
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
、
=
二
七
頁
。
(
20
)
福
武
直
『
前
掲
書
』
、
五
六
頁
。
(
21
)
玉
城
哲
『
稲
作
文
化
と
日
本
人
』
現
代
評
論
社
、
一
九
七
七
年
、
一
九
三
頁
。
(
2
)
玉
城
哲
『
稲
作
文
化
と
日
本
人
』
、
一
九
二
頁
。
(
23
)
岩
崎
信
彦
氏
の
次
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。
「
同
じ
私
的
所
有
と
い
っ
て
も
、
日
本
農
業
に
お
け
る
自
己
労
働
に
も
と
つ
く
土
地
の
『
個
人
的
な
私
有
』
と
工
業
に
お
け
る
他
人
労
働
に
も
と
つ
く
『
資
本
主
義
的
な
私
有
』
で
は
、
そ
れ
に
依
拠
す
る
経
営
の
論
理
と
倫
理
が
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
後
者
を
も
っ
て
前
者
を
律
す
る
こ
と
が
農
業
の
近
代
化
で
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ
に
と
り
か
え
し
の
き
か
な
い
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
若
年
層
の
大
量
離
村
と
農
家
の
圧
倒
的
な
兼
業
化
は
そ
の
帰
結
で
あ
り
、
農
業
的
自
然
の
貧
困
化
を
と
も
な
っ
て
日
本
の
農
村
空
間
は
衰
弱
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(岩
崎
信
彦
「
生
活
の
資
本
主
義
化
と
地
域
社
会
」
石
川
淳
志
・
高
橋
明
善
・
布
施
鉄
治
・
安
原
茂
編
著
『
現
代
日
本
の
地
域
社
会
ー
創
造
的
再
構
築
と
「地
域
社
会
学
」
の
課
題
』
青
木
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
。
(24
)
高
橋
明
善
「
前
掲
論
文
」、
=
二
七
頁
。
(25
)
守
田
志
郎
は
日
本
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
日
本
は
、
農
業
政
策
に
か
ん
し
て
、
世
界
に
例
の
少
な
い
ほ
ど
官
僚
国
家
で
あ
る
。
通
達
を
出
す
、
補
助
金
を
出
す
、
あ
と
は
規
制
、
で
あ
る
。
農
政
の
根
本
理
念
は
何
か
、
と
い
え
ば
、
一
言
で
、
そ
れ
は
『上
意
下
達
』
・だ
、
と
言
っ
て
よ
い
」
(
守
田
志
郎
『文
化
の
転
回
-
暮
し
の
中
か
ら
の
思
索
r
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
八
〇
頁
)
。
(26
)
内
山
政
照
・
守
田
志
郎
・
堀
越
久
甫
「
根
源
か
ら
の
出
発
」
玉
城
哲
・
堀
越
久
甫
・
内
山
政
照
・
守
田
志
郎
・
原
田
津
・
川
本
彰
編
『
む
ら
は
現
代
に
生
か
せ
る
か
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
六
頁
、
内
山
氏
の
発
言
。
(
27
)
守
田
志
郎
は
、
都
会
の
人
間
が
国
や
官
僚
機
構
の
力
を
活
用
し
て
農
民
を
お
さ
え
つ
け
よ
う
と
す
る
意
識
を
〈
市
民
の
城
下
意
識
〉
と
よ
ん
で
い
る
(守
田
志
郎
『
前
掲
書
』
、
八
〇
頁
)
。
(
28
)
例
え
ば
、
玉
城
哲
は
、
「
む
ら
を
代
表
す
る
よ
う
な
社
会
組
織
の
日
本
的
要
素
か
ら
、
大
き
な
変
化
の
力
が
作
用
し
て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
激
動
的
な
変
化
を
抑
制
し
、
日
本
の
文
化
に
適
合
さ
せ
て
ゆ
く
力
と
し
て
作
用
す
る
も
の
だ
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
変
革
の
推
進
力
だ
と
は
考
え
な
い
方
が
よ
い
の
で
あ
る
」
(
玉
23
城
哲
『
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
ー
む
ら
と
水
か
ら
の
再
構
成
ー
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
二
年
、
四
六
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
守
田
志
郎
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
"
む
ら
"
と
い
う
の
は
、
"む
ら
"
そ
の
も
の
が
前
む
き
に
、
内
発
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
、
そ
う
い
う
期
待
を
す
る
対
象
で
は
な
い
。
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
ち
、
ど
の
む
努
か
方
島
に
懸
行
↑
。
し
か
し
、
み
み
慱
憲
伽
か
酥
瞥
な
で
価
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
し
ま
わ
な
い
。
そ
れ
も
、
意
志
と
し
て
行
っ
て
は
し
ま
わ
な
い
の
で
は
な
く
、
リ
ー
ド
す
る
も
の
と
の
テ
ン
ポ
な
り
認
識
な
り
の
ず
れ
、
ま
た
は
ち
が
い
が
あ
る
か
ら
行
け
な
い
」
(
内
山
政
照
・
守
田
志
郎
・
堀
越
久
甫
「根
源
か
ら
の
出
発
」
玉
城
哲
他
編
『
前
掲
書
』
、
一
一
九
頁
)。
(
29
)
玉
城
哲
『
稲
作
文
化
と
日
本
人
』
、
一
八
三
頁
。
(
30
)
玉
城
哲
『
稲
作
文
化
と
日
本
人
』
、
一
八
五
頁
。
(
31
)
広
瀬
道
貞
『補
助
金
と
政
権
党
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
～
九
九
頁
。
(
32
)
今
村
奈
良
臣
『
補
助
金
と
農
業
・
農
村
』
家
の
光
協
会
、
一
九
七
八
年
、
一
九
九
頁
。
(
3
)
堀
越
久
甫
『
む
ら
役
員
心
得
帳
-
日
本
的
和
の
論
理
の
実
際
i
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
三
年
、
一
六
九
頁
。
(
34
)
今
村
奈
良
臣
『
前
掲
書
』
、
一
二
三
～
二
二
一二
頁
。
(
35
)
白
鳥
令
「
崩
壊
す
る
自
民
党
単
独
政
権
の
論
理
と
構
造
」
白
鳥
令
編
『
保
守
体
制
』
㈲
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
、
二
四
九
頁
。
(滋
賀
県
立
長
浜
商
工
高
等
学
校
教
諭
)
24
